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施策３ 心のふれあう生涯学習の推進  

 

●施策の基本的な方針（施策の目的） 

少子高齢化の進展や、グローバル化、就業構造の変化、情報技術の発展など、市民を取り巻く社会情勢の変革が

急速に進む中で、公民館・図書館等「学びの場」としての生涯学習・社会教育施設の整備とともに、学校・家庭・

地域が一体となって子供たちの成長を支えるための生涯学習支援ネットワークを充実強化することにより、過去

から未来に継承されるべき本市独自の地域文化の創造を図り、市民一人一人の生涯学習の成果を活かした参画と

協力による地域づくりを進める。 

 ●施策の達成目標 

○対象（誰、何に対して働きかけるのか） 

市民 

○意図（対象をどのような状態にしたいのか） 

 ・身近に学習しやすい場を持てる。 

 ・ニーズに対応した学習活動ができるようにする。 

 ・多くの市民に生涯学習の場で活躍してもらう。 

 ・千葉市特有の伝統文化・文化財を知り、大切にしてもらう。 

●成果指標 

指 標 名 
卖

位 
１８年度 １９年度 ２０年度 

目標値 

（目標年度） 

学習の場に対する市民の満足度（※） ％ 
（16年度） 

（29.4%） 
－ － 

40.0 

(22年度) 

学びたいことが学べている市民の割合 

（生涯学習の機会が豊富にあると感じている市民の割

合） 

％ 37.1 37.3 37.4 
40.0 

(22年度) 

ちば生涯学習ボランティアセンター登録者数と放課後子

ども教室（18 年度は地域子ども教室）ボランティア登録

者数の合計 

人 4,152 
5,280 

(目標達成) 

6,053 

(目標達成) 

5,000 

(22年度) 

千葉市の伝統文化・文化財を知っている市民の割合 ％ 31.8 32.0 32.0 
40.0 

(23年度) 

※ 平成２１年度に調査中の市民１万人のまちづくりアンケートにおいて把握する。 

●平成２０年度の評価 

・公民館の整備・修繕を計画的に進めるとともに、図書館サービスの充実を図り、身近に学習しやすい場の確保 

に努めた。 

・市民ニーズに合わせた、よりきめ細かな学習機会の拡充に努めた。 

・生涯学習を支援する人材を育成しネットワーク化を図り、生涯学習の場で活躍できる人材の確保に努めた。な

お、ボランティア登録者数の目標値については平成23年度に再設定する。 

・文化財保護条例に基づき、効果的に文化財の保護を行うとともに、積極的な市民への周知を行った。 

●今後の課題及び施策等への反映方針 

・公民館未設置地区の解消を図るとともに、老朽化が進んでいる公民館の改修・修繕等を計画的に進め、身近な

学習しやすい場の確保に努める。また、図書館システムの活用による、新たな図書館サービスについて検討する。 

・市民が互いに学び、学びの輪を広げるため、生涯学習ボランティアセンターの積極的な広報に努め、貴重なボ

ランティアを有効に活用していく。 

・文化財の保護については、文化遺産の把握・保護が急務である。また、事業者の指導・助言にも努めているが、

年々照会が増加している。今後も、出土した文化財の公開・普及活動にも努め、より一層の文化財の保護体制の

強化を図る。 
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●施策を構成する基本事業と評価 

基 本 事 業 名 
基本事業に対する評価 

 事業の概略 

3－1 生涯学習の場の確保 
公民館の冷暖房設備機器等の改修については計画的に実施し、

利用者に快適な環境を提供していく。 

公民館事業については、サークル等の指導・助言、人材の育成・

派遣等により、利用者サービス等の拡充を図り、年間利用者数約

１２３万人、講座等の受講者数約４万１千人に達するなど、多くの

市民に「学びの場」を提供することができた。 

図書館業務については、インターネットからの検索・予約にも対応し

た図書館システムを平成１９年度から導入し、市民の利便性の向

上に努めた。 

 公民館については、未設置地区の解消に努めると

ともに、老朽化した施設の改修や冷暖房設備機器

の改修等、市民の利便性向上に努める。 

図書館については、中央図書館を中心に、地区図

書館等公民館図書室を含めた図書館ネットワーク

により、利用者の利便性の向上に努める。 

 

 

 

3－2 ニーズに対応した学習機会の拡充 
生涯学習の中核施設として、平成１３年に開館した生涯学習センタ

ーにおいて、学習情報の提供や相談事業の充実を図り、市民の主

体的で創造的な学習活動を支援した。 

放課後子ども教室においては、放課後の児童の安全・安心な活動

場所の設置に努めた結果、地域住民のボランティアとしての協力

等を通じて、参加児童との新たな結びつきが形成されつつある。 

中央図書館においては、読書離れが進む子どもたちに、本に親し

む場として、おはなし会や児童文学講座等の講座を開催するなど、

市民ニーズに対応した事業展開を図っている。 

 学びを通じて自分の人生を豊かにしてもらうため、ま

た、楽しく充実して学んでもらうため、様々な学習機会

の充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

3－3 生涯学習を支援する人材の確保 

社会教育関係団体補助金として、ＰＴＡ等の社会教育関係団体の

事業に補助金を交付し、各団体の活動（研修・講座・教室）の活性

化に貢献している。 

 

 地域づくりを支える人材を育成するため、市民リ

ーダーの養成、ボランティア研修等の学習機会の

提供を図るとともに、社会教育関係団体への活動

支援・育成を行う。 

 

3－4 千葉市特有の文化の保存と活用 

文化財保護事業としては、平成１９年４月に文化財保護条例を改

正し、新たに「地域文化財」を2件登録した。 

郷土芸能保護事業として、ふるさと教室等を開催し、後継者の育成

を図った。 
 

埋蔵文化財の保護・保存を図るため、発掘調査や

資料等の保存・整理に努めるとともに、文化財の

普及啓発活動を行う。 

また、市民の郷土意識を深め、文化財の保護を図

るとともに、地域文化財の登録を行う。 
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基本事業３－１ 生涯学習の場の確保 

 

 

●基本事業の概要 

・公民館の整備は、１中学校区１館の整備基準に基づき、未整備地区の解消に努めるとともに、老朽化した公民

館の改修や冷暖房設備等機器の改修など、市民の利便性向上に努める。 

・中央図書館を中心に、地区図書館、分館及び公民館図書室を含めた図書館ネットワークを構築しており、図書

館サービス網の充実に努めるとともに、図書館システムの活用により、図書館利用者の利便性の向上にも努める。 

●基本事業の達成目標 

○対象（誰、何に対して働きかけるか） 

 市民 

○意図（対象をどのような状態にしたいのか） 

 身近に学習しやすい場を持てる。 

●成果指標 

指 標 名 
卖

位 
１８年度 １９年度 ２０年度 

目標値 

（目標年度） 

学習の場に対する市民の満足度（※） ％ 
（16年度） 

（29.4） 
－ － 

40.0 

(22年度) 

施設をよく利用する市民の割合（※） ％ 
（16年度） 

（45.0） 
－ － 

50.0 

(22年度) 

身近に学習しやすい場を持っている市民の割合 ％ 66.2 66.5 66.6 
70.0 

(22年度) 

※ 平成２１年度に調査中の市民1万人のまちづくりアンケートにおいて把握する。 

●平成２０年度の評価 

・公民館の整備・修繕を計画的に進めるとともに、図書館サービスの充実を図り、身近に学習しやすい場の確保

に努めた。 

●今後の課題及び基本事業等への反映方針 

・既存公民館の多くが開館後２０年以上経過しており、老朽化が著しいため計画的な改修に取組む必要があり、

未整備地区の解消を図るとともに、老朽化が進んでいる公民館の改修・修繕等を計画的に進め、身近に学習しや

すい場の確保に努める。 

・図書館システムの活用による、新たな図書館サービスについて検討する。 

●基本事業を構成する事務事業 

事 務 事 業 名 
貢献度 平成20年度事務事業の実施状況及び決算額 

 事業の概略 

３-１-１ 公民館管理事業 

Ｂ 

公民館冷暖房設備改修工事４館及び下水道接続工事等の

公民館改修を行った。また、主催事業を全４７公民館で ７８

１事業実施した（延受講者数４１，４９１人、利用者数  １，２

２６，２９８人、クラブ・サークル等連絡会団体数２，１２１団体・

２６，８２７人）。 

 

（５１９，８８７千円） 

 公民館改修、公民館事業の実施、サークル・団体育

成の指導・助言、人材の育成・派遣等により、公民館

の利用拡大、利用者サービスの拡充を図る。 



- 60 - 
 

 

３-１-２ 单部児童文化センター管理事業 

Ｂ 

子ども卓球教室、夏休み子ども陶芸教室、親子で体験茶道

体験教室、子どもリーダー講習会等１６事業を実施した（延

受講者数６４０人）。 

 

（５，５２２千円） 

 講座の開催、尐年団体の育成等により、センターの利

用拡大、利用者サービスの拡充を図る。 

３-１-３ 科学館管理運営事業 

Ｂ 

「人が主役」、「参加体験型」の運営コンセプトに基づき、展

示、教育普及、プラネタリウム、ボランティア等の各種事業を

実施した。10月には利用者数50万人を達成した。 

（利用者数 ４０４，７３５人） 

 

（５３５，１３２千円） 

 科学に関する知識の普及及び啓発並びに青尐年の創

造力育成のため、参加体験型科学館の整備及び管理

運営を行う。 

３-１-４ 図書館システム事業 

Ｂ 

２０年度の貸出件数は５６５万件、予約件数１０８万件、貸出

利用者数１７６万人。 

 

（２４９，１２５千円） 

 図書館システムは中央図書館・地区図書館・分館・公

民館図書室をネットワークで結び、蔵書管理・貸出・返

却等の基幹業務を担うシステムであるほか、インター

ネットや館内検索機（ＯＰＡＣ）からの検索・予約、電子

メールによるレファレンスサービス等を利用者に提供

するシステムである。 

また、中央図書館の自動出納書庨とも連動しており、

これにより開架していない自動出納書庨に格納されて

いる図書館資料についても、迅速な貸出・返却が可能

となっている。 

中央図書館では、この図書館システムのサーバーや

ソフトウェア、さらに各館に設置している端末機など図

書館システムの運用・保守管理を一括して行ってい

る。 

３-１-５ 図書館協議会運営事業 

─ 

協議会の年間開催回数：３回 

事業報告、事業計画について報告するとともに、「これからの

時代にふさわしい千葉市図書館サービスの在り方について」

の諮問に対し、２１年３月答申を受けた。 

 

（２６０千円） 

 図書館法第１４条に基づく館長の諮問機関で、協議

会委員１０人、任期２年となっている。 

３-１-６ 地区図書館管理運営事業 

Ｂ 

図書館資料購入数は１５，８２８冊、図書貸出数は２，９７０，

６８２冊。 

 

（２６３，６７９千円） 
 

地区図書館の図書資料を購入し、その資料の閲覧、

貸出、レファレンス、整理及び保存を行う。 

 

●千葉市教育委員会事業評価委員の所見 

重点事業が多く、千葉市教育委員会において生涯学習の場の確保に力を入れていることが感じられる。市民にと

っての身近な学習の場として、公民館が充実していることは、政令指定都市として特色があり、千葉市の生涯学

習施策における特長の一つである。 

また、中央図書館を中心として市内の図書館をネットワークで結ぶなど図書館システムが構築されているほか、

参加体験型をコンセプトとする科学館など、特色ある施設も充実している。 

「学習の場に対する市民の満足度」「施設をよく利用する市民の割合」の成果指標における数値も上昇してきてお

り、平成22年度の目標値が上方修正された。基本事業の達成目標に向けて、十分に目標が達成されている。 
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基本事業３－２ ニーズに対応した学習機会の拡充 

 

 

●基本事業の概要 

・利用しやすい図書館、行ってみたくなる図書館を目指して、利用者の立場に立ったサービスを行う。 

・学びを通じて自分の人生を豊かにしてもらうこと、楽しく充実して学んでもらうこと、多様化・高度化する市

民ニーズに対応することを目標として、様々な学習機会の充実を図る。 

●基本事業の達成目標 

○対象（誰、何に対して働きかけるか） 

 市民 

○意図（対象をどのような状態にしたいのか） 

 ニーズに対応した学習活動ができるようにする。 

●成果指標 

指 標 名 
卖

位 
１８年度 １９年度 ２０年度 

目標値 

（目標年度） 

学びたいことが学べている市民の割合 

（生涯学習の機会が豊富にあると感じている市民の割

合） 

％ ３７．１ ３７．３ ３７．４ 
４０．０ 

(22年度) 

講座をよく受講する市民の割合（※） ％ 
（15年度） 

（５．４） 
－  

１５．０ 

(22年度) 

※ 平成２１年度に実施予定の次期生涯学習推進計画基礎調査において把握する。 

●平成２０年度の評価 

・市民ニーズに合わせた、よりきめ細やかな学習機会の拡充に努めた。 

●今後の課題及び基本事業等への反映方針 

・図書館・図書室の資料費が大幅に減少しており、市民ニーズに対応した学習活動に支障がでているが、図書館

システムを運用し、効率的な図書サービスを提供していく。 

・地域の教育力を活用し、子どもたちの放課後の居場所確保のため、「放課後子ども教室」の充実に努めていく。  

●基本事業を構成する事務事業 

事 務 事 業 名 
貢献度 平成20年度事務事業の実施状況及び決算額 

 事業の概略 

３-２-１ 生涯学習センター管理運営事業 

Ｂ 

施設利用件数は９,９２５件、講座数は３５１講座、講座受講者

数は53,717人。ちば生涯学習ボランティアセンター登録者数

734人。 

 

（６７７，５１７千円） 

 本市の生涯学習の中核施設として平成１３年に開館、

施設の貸し出しと各種生涯学習事業を行う。 

１８年度より指定管理者制度を導入し、（財）千葉市教

育振興財団を管理者として指定した。 

３-２-２ 生涯学習振興事業 

─ 

「生涯学習施設ガイド 2008」を８，０００部発行した。また、

生涯学習情報誌「できる」を年２回、計３０，０００部を発行

した。 

公民館、区役所等で無償配布している。 

 

（９８１千円） 

 生涯学習事業の実施や学習機会の情報を提供するこ

とにより、生涯学学習活動への理解と実践を促し、生

涯学習の推進を図るため、生涯学習に関する広報誌

や施設紹介ガイドの作成等を実施する。 
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３-２-３ 公開講座開設事業補助金交付 

─ 

４大学４講座の申請があり、全事業に対して補助金を交付

した。総受講者数は、１，８５９人。申請数は減尐の傾向に

あり、大学等公開講座の助成について要綱を改正し、２０年

度より１講座当たり補助額の上限を２０万円とした（１９年度

は１講座当たり上限５０万円）。 

 

（７２０千円） 

 千葉市・高等教育機関連携公開講座開設事業補助

金交付要綱により、市内に所在する大学・短期大学の

行う公開講座に対して補助金を交付する。 

３-２-４ 生涯学習審議会運営事業 

─ 

会議開催回数は２回。教育基本法、社会教育法、図書館

法、南物館法の改正に伴い、生涯学習推進計画の見直しに

ついて協議を行った結果、「現計画において十分対応してい

るので改定しない」との結論となったほか、生涯学習推進計

画の進捗状況等について、審議を行った。 

今後も、第４次生涯学習推進計画策定に向けて、審議を行

っていく。 

 

（３００千円） 

 千葉市生涯学習審議会設置条例に基づき設置する

「千葉市生涯学習審議会」の運営。生涯学習審議会

は、有識者より構成し、教育委員会または市長の諮問

に応じ生涯学習推進に必要と認められる重要事項を

調査審議し、必要に応じ建議を行う。 

３-２-５ 特別教室開放推進事業 

─ 

利用者数は、２，５１５人。 

 

（１，１５５千円） 

 地域住民の生涯学習、児童・生徒の健全育成、地域

活動のため、市内２小学校（瑞穂小学校、扇田小学

校）において、土・日曜日に特別教室（視聴覚室、家庩

課室、音楽室、図画室、工作室等）を開放する。 

３-２-６ 公民館運営審議会運営事業 

─ 

会議開催回数は、各区６公民館において各２回ずつ。各区

内公民館の各種事業の企画実施及び地域の学習課題や学

習ニーズ、公民館の利用方法等について調査審議を行っ

た。 

 

（１，８５９千円） 

 千葉市公民館設置管理条例第９条の規定により設置

する「公民館運営審議会」の運営。 

３-２-７ 児童文化センター運営審議会運営事業 

─ 

会議開催回数は２回。各種主催事業や運営について審議し

た。 

 

（２２１千円） 

 千葉市児童文化センター設置管理条例第９条の規定

により設置する「児童文化センター運営審議会」の運

営。 

３-２-８ 放課後子ども教室推進事業 

Ｂ 

参加児童数は７，５６９人、登録指導員・協力員数は  ５，

３１９人、延べ実施回数は３，３３５回、放課後子ども教室へ

の参加率（参加児童数／小学校児童数）は１４．５％となっ

ている。 

 

（１６，８７５千円） 

 １９年度より文部科学省の国庨補助事業を受け、市内

１２０小学校で、地域の大人の力により放課後の子ども

の居場所づくりを行う。対象者は事業 実施小学校に

通う１～６年生で希望する者、実施回数は各小学校で

異なるが概ね週１回年間４０回程度、活動内容は体

験活動（昔遊び、スポーツ、工作その他）、交流活動、

学習活動等で、活動場所は各小学校の体育館、特別

教室、グラウンド等となっている 

３-２-９ 社会教育事業 

─ 

みなと青年教室（知的障害児の社会体験事業）を実施し、社

会性・協調性を養うことができた。参加者は、３０人で、年間１

０回の講座を実施し、延べ２５８人が参加した。 

 

（７８３千円） 

 知的障害をもつ市民（１８歳から３０歳までの青尐年）

を対象として、社会性、協調性を養い、社会的に自立

することを目的に、レクリエーション活動や宿泊研修講

座等の学習機会を提供する。 

３-２-１０ 中央図書館サービス事業 

Ｂ 

個人の貸出冊数は1，267，533冊で、前年比２％増。 

インターネット予約も含めた全館の予約受付件数は981,516

件で前年比 23％増であり、中央図書館を経由して全館の資

料を有効に活用し、市民のニーズに応えた。 

 

（２３２，４５８千円） 

 図書館資料の整備、貸出、予約、レファレンスサービ

スを充実させ、市民ニーズに対応した図書館サービス

を展開する。 
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３-２-１１ 中央図書館管理運営費（中央図書館各種講座

等） 

─ 

講座やお話会等の事業参加者数は合計で 7,009人。啓発リ

ーフレットの配布、企画展示等により読書活動を推進してい

る。 

 

（３，７０５千円） 

 中央図書館のおはなし会・児童文学講座などの催物

を開催し、ニーズに対応した学習活動ができるようす

る。 

３-２-１２ 中央図書館管理運営費（移動図書館） 

─ 

２８ステーション、蔵書数23,095冊、貸出数71,202冊。 

前年度に比べ貸出数が約15％の伸びを示している。 

 

（４，２１５千円） 
 

移動図書館の運営により、図書館未設置地域での図

書館サービスの充実を図る。 

 

●千葉市教育委員会事業評価委員の所見 

学習機会の確保のための施策が着実に実行されている。 

図書館サービスについては、平成19年に導入したインターネットからの資料の予約数が順調に伸びていることな

ど、市民のニーズに応えた利便性の向上が図られている。市民の学習機会の拡充への取り組みが、学びたいこと

が学べているという市民の意識に一層反映されることを期待する。 

市民ニーズに対応した学習活動ができるようにするという基本事業の達成目標に向けて概ね目標が達成されてい

る。 
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基本事業３－３ 生涯学習を支援する人材の確保 

 

 

●基本事業の概要 

・地域づくりを支える人材を育成するため、市民リーダーの養成、ボランティア研修等の学習機会の提供を図る

とともに、社会教育関係団体への活動支援・育成を行う。 

・社会教育関係団体の活動振興及び促進のために、活動費等の助成、事業の共同参画等を行うとともに、指導者

の養成や事業の後援を行い団体育成を行う。 

●基本事業の達成目標 

○対象（誰、何に対して働きかけるか） 

 市民 

○意図（対象をどのような状態にしたいのか） 

 多くの市民に生涯学習の場で活躍してもらう。 

●成果指標 

指 標 名 
卖

位 
１８年度 １９年度 ２０年度 

目標値 

（目標年度） 

ちば生涯学習ボランティアセンター登録者数と放課後子

ども教室（18 年度は地域子ども教室）ボランティア登録

者数の合計 

人 4,152 
5,280 

(目標達成) 

6,053 

(目標達成) 

5,000 

(22年度) 

●平成２０年度の評価 

・生涯学習を支援する人材を育成しネットワーク化を図り、生涯学習の場で活躍できる人材の確保に努めた。な

お、ボランティア登録者数の目標値については平成23年度に再設定する。 

●今後の課題及び基本事業等への反映方針 

・社会教育関係団体は、会員の高齢化が進んでおり、会員数も減少傾向にあることから、活動の活性化が難しく

なっているため、今後も団体への指導・助言を行っていく。 

・市民が互いに学びあい、学びの輪を広げるため、生涯学習ボランティアセンターを設置したので、積極的な広

報に努め、貴重なボランティアを有効に活用していく。 

●基本事業を構成する事務事業 

事 務 事 業 名 
貢献度 平成20年度事務事業の実施状況及び決算額 

 事業の概略 

３-３-１ 社会教育振興事業 

─ 

社会教育功労者感謝状贈呈式を開催し、社会教育の振興を

図った（１１月）。 

 

（３０５千円） 

 本市における社会教育の振興及び発展のために、功

績の顕著であった個人・団体への感謝状の贈呈を行

う。 

３-３-２ 社会教育関係団体補助事業（生涯学習振興課所

管分） 

─ 

ＰＴＡ等の社会教育関係団体の各種事業に対し補助金を交

付するとともに、団体の運営・活動等に対して支援した。 

 

（２，５１４千円） 

 社会教育関係団体の活動を充実させるため、社会教

育事業の事業費に対して原則として３/１０以下の補助

金を交付する。 

３-３-３ 社会教育関係団体補助事業（青尐年課所管分） 

─ 

子ども会等の社会教育関係団体の各種事業に対し補助金を

交付するとともに、団体の運営・活動等に対して支援した。 

 

（４，３４５千円） 

 社会教育関係団体の活動を充実させるため、社会教

育事業の事業費に対して原則として３/１０以下の補助

金を交付する。 
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３-２-１（再掲） 生涯学習センター管理運営事業 

Ｂ 

施設利用件数は９,９２５件、講座数は３５１講座、講座受講者

数は53,717人。ちば生涯学習ボランティアセンター登録者数

734人。 

 

（６７７，５１７千円） 

 
本市の生涯学習の中核施設として平成１３年に開館、

施設の貸し出しと各種生涯学習事業を行う。 

１８年度より指定管理者制度を導入し、（財）千葉市教

育振興財団を管理者として指定した。 

３-２-９（再掲） 放課後子ども教室推進事業 

Ｂ 

参加児童数は７，５６９人、登録指導員・協力員数は  ５，

３１９人、延べ実施回数は３，３３５回、放課後子ども教室へ

の参加率（参加児童数／小学校児童数）は１４．５％となっ

ている。 

 

（１６，８７５千円） 

 

１９年度より文部科学省の国庨補助事業を受け、市内

１２０小学校で、地域の大人の力により放課後の子ども

の居場所づくりを行う。対象者は事業 実施小学校に

通う１～６年生で希望する者、実施回数は各小学校で

異なるが概ね週１回年間４０回程度、活動内容は体

験活動（昔遊び、スポーツ、工作その他）、交流活動、

学習活動等で、活動場所は各小学校の体育館、特別

教室、グラウンド等となっている 

 

●千葉市教育委員会事業評価委員の所見 

成果指標が、主催事業数からボランティア登録者数に変更されたが、これは生涯学習を支援する人材の確保状況

をより実態に即して明確に示すことができる指標であり、大きな改善であると評価できる。 

ボランティア登録者数は年々増加してきており、人材の確保に向けて着実な前進が見られる。また、生涯学習コ

ーディネータが、ボランティア登録者とボランティアを依頼したい市民との架け橋となって、丁寧に学びのサポ

ートを行い、千葉市民の学びの輪が広がっている。多くの市民に生涯学習の場で活躍してもらうという達成目標

に向けて、成果指標において順調な進捗が見られ、十分に目標が達成されていると認められる。 
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基本事業３－４ 千葉市特有の文化の保存と活用 

 

●基本事業の概要 

・埋蔵文化財の保護・保存を図るため、発掘調査や出土品の整理・史料等の保存・整理に努めるとともに、文化

財の普及啓発活動を行う。 

・市民の郷土意識を深め、継続的な文化財の保護を図るとともに、地域文化財の登録等を行う。 

・加曽利貝塚博物館では、縄文時代や貝塚文化について理解を深めるため、常設展、企画展、野外展示や講座・

体験学習等の教育普及事業を行う。 

・郷土博物館では、千葉市の歴史・民俗資料を収集・調査し、保存展示に利用する。 

・市史編纂事業では、「史料編近世」までの刊行を進めてきたが、さらに、「史料編近現代」の編集のための資料

調査を行う。 

●基本事業の達成目標 

○対象（誰、何に対して働きかけるか） 

 市民 

○意図（対象をどのような状態にしたいのか） 

 千葉市特有の伝統文化・文化財を知り、大切にしてもらう。 

●成果指標 

指 標 名 
卖

位 
１８年度 １９年度 ２０年度 

目標値 

（目標年度） 

千葉市の伝統文化・文化財を知っている市民の割合 ％ 31.8 32.0 32.0 
４０．０ 

（2３年度） 

●平成２０年度の評価 

・文化財保護条例の改正に基づき、効果的に文化財の保護を行うとともに、積極的に市民に周知を行った。 

●今後の課題及び基本事業等への反映方針 

・文化財の保護については、文化資産の把握・保護が急務である。また、埋蔵文化財については事業者への指導・

助言にも努めているが、年々問い合わせは増加している。出土した文化財の公開・普及活動も含め、より一層の

文化財の管理体制の強化を図っていく。 

・博物館の各種事業においては、より多くの市民が歴史を学べるように学習機会の拡充を図る。 

●基本事業を構成する事務事業 

事 務 事 業 名 
貢献度 平成20年度事務事業の実施状況及び決算額 

 事業の概略 

３-４-１ 埋蔵文化財調査センター管理事業   

─ 

施設維持管理とともに文化財普及事業を実施しており、施設

見学者数は４，０８１人、文化財普及事業参加者は４，０２６

人であった。 

 

（２２，４４３千円） 

 文化財保護法第３条の規定に基づき、文化財の適切

な保存・収納・普及・活用に資するため、埋蔵文化財

調査センターの維持・管理、活用を行う。 

３-４-２ 文化財管理事業  

─ 

指定文化財所有者への補助事業として、県指定文化財管理

補助２件、市指定文化財管理補助２件を実施した 

また、指定文化財の維持管理事業として、旧生浜町役場庁

舎管理委託、史跡等保全管理業務、旧神谷伝兵衛稲毛別

荘修復等を行った。２０年度の旧生浜町役場庁舎見学者数

は１，５６３人。 

 

（９，６７８千円） 

 文化財保護法第３条の規定に基づき、文化財の適切

な保存に資するため、指定文化財の維持・管理、指定

文化財所有者への補助を実施する。 
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３-４-３ 文化財調査保護事業 

─ 

２０年６月に地域文化財として、「登戸の神楽囃子」「平川町

内会文書」の2点の登録を行った。また、12月から2月にか

けて、市民から身近な文化財に関する情報を募り、「地域文

化財」に係る調査を行っている。 

文化財保護事業として、埋蔵文化財所在の有無に関する

事務１８件、文化財保護法第９２条届出に関する事務１５

件、文化財保護法第９３条届出に関する事務２９件、文化

財保護法第９４条に関する事務２件、文化財保護法第９９

条の２に関する事務３件の事務処理を行った。 

また文化財保護審議会を３回開催した。 

 

（２，３６２千円） 

 文化財保護法第３条、第１８４条、１９０条の規定に基

づき、市内の文化財に関する調査等を実施するととも

に、文化財保護審議会を開催する。 

３-４-４ 文化財普及事業  

─ 

新たに地域文化財とした「登戸の神楽囃子」「平川町内文

書」の２件について、HPや市政だよりによる広報を行った。 

 

（ － ） 

 市の文化財を広く市民に普及させるため、文化財や南

物館に関するパンフレットや説明板等を作成する。 

３-４-５ 公共事業埋蔵文化財発掘調査 

─ 

発掘調査５遺跡、整理・報告書作成２遺跡である。 

なお、国庨補助事業として、市内遺跡について発掘調査４遺

跡、再整理１遺跡を実施した。 

 

（１１２，７１１千円） 

 文化財保護法第３条、第１８４条に基づき、埋蔵文化

財の発掘調査や出土品や記録品の整理・刉行を行

う。 

３-４-６ 郷土芸能保護事業 

─ 

子どもたちが地域に伝承されてきた郷土芸能を体験し理解

する等のため、「ふるさと教室」を実施した。２０年度は、２会

場２４回開催、参加人数は１３８人。 

郷土芸能を伝承する地域において後継者を養成するため、

郷土芸能保護事業を実施した。参加人数は２２３人。 

 

（８５８千円） 

 文化財保護法第３条に基づき、地域住民に理解を深

めてもらうための体験教室を行い、郷土芸能の保存・

振興を図る。また、後継者養成及び用具補修に対し補

助金を交付している。 

３-４-７ 加曽利貝塚南物館運営事業 

Ｂ 

考古学講座１回、郷土史講座１回、ミニ企画展２回、土器づ

くり体験学習４回を実施し、火起こし体験者は延べ    約１

０，０００人であった。 

（２０年度は、１０月２１日から３月３１日まで改修工事のため

休館） 

 

（４，４８４千円） 

 南物館学芸事業として、資料の展示、収集保管、調査

研究、教育普及等を実施する。 

３-４-８ 加曽利貝塚南物館管理事業 

─ 

建物管理業務委託、单貝塚草刈管理業務委託、消防設備、

自家用電気工作物、浄化槽、圧力タンク等の管理業務委

託、受付等の雇用他南物館庶務業務を実施した。 

 

（２０，３６７千円） 

 施設管理、修繕、史跡加曽利貝塚管理、管理庶務

等。 

３-４-９ 郷土南物館事業（学芸 – 歴史・民族） 

Ｂ 

展示事業（特別展１回、企画展４回）、教育普及事業（体験

学習、歴史講座、ふるさと講座、火縄銃演舞、展示解説ボラ

ンティアの育成・活用、史跡散歩）、調査研究事業（千葉氏

関係、千葉市関係、研究紀要の発行）等を実施した。 

 

（７，１８９千円） 

 南物館学芸事業として、資料の展示、収集保管、調査

研究、教育普及等を実施する。 

３-４-１０ 郷土南物館事業（施設管理） 

─ 

警備委託、清掃委託、各設備保守委託、光熱水費、非常勤

職員賃金、南物館協議会開催（２回）の事業等を実施した。 

 

（２７，４２８千円） 

 施設の維持管理、南物館協議会の運営、南物館の整

備等 
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３-４-１１ 市史編纂事業 

─ 

市史編纂会議２回、市史編集委員会１回、編纂史料調査、

市史研究講座、初級・中級古文書講座、古文書整理実習、

「千葉いまむかし」・「千葉市史編さんだより」の発行事業等を

実施した。 

 

（１１，２９９千円） 

 

千葉市の歴史に関する史料、民族資料を収集・整理・

調査・研究する千葉市史の編纂事業及び千葉市史研

究講座、古文講座等を実施する教育普及に係る事業

を行っている。 

 

●千葉市教育委員会事業評価委員の所見 

千葉市における特徴ある伝統文化、文化財の保存・活用に必要な諸事業が着実に進められている。 

今後は、平成19年度に創出した地域文化財の登録件数がさらに増加し、身近な文化財への市民の関心が一層高め

られていくことを期待する。 

基本事業の達成目標に向けて概ね目標が達成されている。 


